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【立秋】厳しい残暑は続きますが、暦の上では秋。少しずつ涼しくなり、秋の気配が漂いだす頃です。 

【処暑】暑さがおさまるという意味で、朝晩の涼しさに初秋の息遣いを感じる頃、夏休みもそろそろ終わりです。 

  

東予図書館だより ◆発 行◆ 

西条市立東予図書館 

西条市周布427番地 

℡(0898)65-4797 

開館時間9：00～19：00 
～２０１８年８月号～ 

 

  

◆「暑さを乗り切ろう！」特集◆ 
 

夏の暑さを乗り切る食事のアイディアや食欲を

増進させるメニューの本などを紹介します。 

 

◆「第159回芥川賞・直木賞候補」特集◆ 

第159回芥川賞は高橋弘希さんの「送り火」、直木

賞は島本理生さんの「ファーストラヴ」に決まり

ました。受賞以前の作品や、他の候補の作品も紹

介します。 

 

 

１．『世界でいちばん長い写真』   誉田 哲也／著 

１．『マスカレード・ナイト』    東野 圭吾／著 
3．『家族という病 2』 下重 暁子／著（家族関係） 

3．『げんげ』        佐伯 泰英／著 

3．『蟷螂の男』       鳥羽 亮／著 

3．『夜の終る時/熱い死角』  結城 昌治／著   

 

※（ ）は、本のジャンルです。 

記載の無いものは小説です。 

は休館日です。 

 

◆かがやき読書会 ※事前に申込みが必要です。 

 ８月９日（木）１３:３０～１５:３０ 

場  所：東予郷土館図書館 ２階 視聴覚室 

 

◆コロコロどんぐりおはなし会 

 ※自由に参加していただけます。 

８月２２日（水）１０：３０～（３０分程度） 

場  所：東予郷土館図書館 １階 和室 

対  象：０～３歳くらいまで 

内  容：対象年齢に合ったお話しや手遊び、 

スキンシップ遊びなど 

 

◆古典文学講座  ※事前に申込みが必要です。 

 ８月２３日（木）１４:００～１６:００ 

場  所：東予郷土館図書館 ２階 視聴覚室 

 

 



 
 

 

 

『あなたを支配し、社会を破壊する、AI・ビッグデータの罠 』 

キャシー・オニール・著 久保尚子・訳 インターシフト合同

出版 (分類007) 

AI・ビッグデータの仕組みや活用法そのものの中に、人

生や社会を狂わせ、壊すようなリスクが潜んでいる-。デ

ータビジネスの現場を熟知するデータサイエンティスト

が、具体例をあげながら実情を解説する。 
 

『蜂と蟻に刺されてみた』 

ジャスティン・O.シュミット・著 今西康子・訳  白揚社 

 (分類486) 

虫刺されの痛さを数値化した「シュミット指数」の生みの

親が、ハチ・アリ 82 種に刺された体験談を交えながら、

進化の視点からその防衛戦略をひもとく。毒針をもつ昆

虫に刺されたときの痛さ一覧付き。 

 

『血管が若返る水煮缶レシピ』 

村上祥子・著 川端輝江・監修 永岡書店 (分類596) 

リーズナブルな価格で入手でき、素材の栄養素がまるご

と詰め込まれた水煮缶。サバ水煮缶、トマト水煮缶、大豆

水煮缶、サケ中骨缶の 4種類を使った、簡単&バリエー

ション豊かなレシピを紹介。 

 

『芸は人なり、人生は笑いあり』 

桂 歌丸・著  ポプラ社 (分類913/カ) 

ご隠居さんも、長屋の夫婦も。選りすぐりの古典落語、どう

ぞたっぷりお楽しみください-。桂歌丸の名作落語集。

「後生鰻」「中村仲蔵」「ねずみ」など、お気に入りの演目

全8席を、ネタの裏話とともに収録する。 

『女も好きなことをして死ねばいい 』 

曽野 綾子・著  青萠堂 (分類914/ソ) 

「好きなことをして死んだ」という人生は、最高に贅沢なも

のだ。多くの人は、社会や身内がそれとなく準備した生涯

を生きる-。ただひとりの存在としての人間の生き方につ

いての曽野綾子の言葉を、これまでの著作から紹介す

る。 

『憂鬱な 10か月』 

    イアン・マキューアン・著 村松潔・訳 新潮社 

(分類933/マ) 

誕生の日を待ちながら、母親のお腹のなかにいる「わた

し」。胎盤を通して味わうワイン、ラジオで学ぶ国際情

勢、そして父ではない男が囁く愛の言葉と、ある不穏な

計画…。サスペンスと洞察が冴える長篇小説。                                 

 

 

●暮しの手帖● 

広告ゼロの編集方針を貫いて半世紀以上。毎日を豊

かに、美しくする「暮らし提案誌」。 

 

●婦人公論● 

美しく年を重ねている女性たちのために、豊かで艶

めく生き方を提案し、輝く女性たちの「知りたい」

に応える雑誌。 

 

●婦人之友● 

女性誌の草分け。衣・食・住・家計、子どもの教育、

世界の動き、環境・資源問題など、幅広い内容の誌

面をお届けします。 

 

●クロワッサン● 

料理、健康、ファッションなど生活のあらゆる場面

に役立つ雑誌です。 

 

●夏休み特別企画～動物の世界展～ 

当館スタッフが撮影した動物に、楽しいセリフを付けて

展示。隠れたウサギを探すコーナーもあります。 

期間：7月14日（土）～8月30日（木） 

場所：東予郷土館 1階 第1展示室  

 

● カブトガニ探検隊 干潟を観察しよう 

カブトガニの幼生を探しながら、干潟に棲む生物や自然

環境について学習します。 

日時：8月5日（日曜日）10時～※雨天中止（少雨決行） 

場所：河原津海岸 

 

●手すき和紙体験をしてみませんか！ 

夏休み期間中の手すき和紙体験は8/11（土）、8/12（日）、

8/17（金）、8/28（火）です。午前10時～12時（受付

は 11 時 30 分まで）午後１時３０分～3 時 30 分（受付

は3時まで）です。  

※団体(要申請書)や人数の多い方は事前予約が必要です。 

 

(ＴＲＣマーク情報より) 

第１５９回芥川賞・直木賞（日本文学振興会主催）の選考

会が１８日、東京・築地の料亭「新喜楽」で開かれ、芥川

賞に高橋弘希さん（３８）の「送り火」（文学界５月号）、

直木賞に島本理生さん（３５）の「ファーストラヴ」（文芸

春秋）が選ばれました。高橋さんは４回目、島本さんは２

回目の候補での受賞。 

贈呈式は８月下旬、都内で行われ、正賞の時計と賞金１０

０万円が贈られます。  

 

～「読書マラソン2018」開催中～ 「第159回  芥川賞・直木賞」決定！ 
 


